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ダンプトラ部会 部会員増強に重点
重量部会 木戸部会長が勇退
1〜6月の整備需要等動向調査
京自販・自販連京都代表者会議
◀カローラ京都らゲーム体験会
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男
性
ド
ラ
イ
バ
ー

特
積
３
・
５
％
減

「働くクルマ」大集合
大勢で盛り上がる□京バス協＆京タク協も出展京ト協＆京青協

　

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
平
島
竜
二
会
長
）
と
京
都

府
ト
ラ
ッ
ク
事
業
青
年
協
議
会
（
柏
秀
明
会
長
）
は
９

月
18
日
、
京
都
市
伏
見
区
の
京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
で
ト

ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
を
開
き
、
大
勢
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ

わ
っ
た
。
交
通
対
策
委
員
会
（
小
寺
俊
郎
委
員
長
）
や

女
性
経
営
者
サ
ツ
キ
懇
話
会
（
反
保
広
美
会
長
）
の
メ

ン
バ
ー
も
参
加
、
運
営
に
協
力
し
た
。
今
回
、
京
都
府

バ
ス
協
会
（
鈴
木
一
也
会
長
）、
京
都
府
タ
ク
シ
ー
協

会
（
筒
井
基
好
会
長
）
が
会
員
事
業
者
の
車
両
を
展

示
。
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
府
内
の
働
く

車
が
大
集
合
し
、
子
ど
も
は
普
段
触
れ
る
こ
と
の
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
車
両
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
試
乗
体
験
、

ハ
ン
ド
ル
を
握
り
ド
ラ
イ
バ
ー
気
分
を
満
喫
し
て
い

た
。（
2
面
に
関
連
記
事
）

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
平
島
会

長
は
「
10
月
９
日
を
ト
ラ
ッ

ク
の
日
と
定
め
、
業
界
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
全
国
的

に
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い

る
。
今
年
は

ト
ラ
ッ
ク
や

消
防
車
、
パ

ト
カ
ー
に
加

え
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
も
展

示
し
て
あ
る

の
で
一
日
存

分
に
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け

た
。

　

そ
の
上
で
、「
府
内
で
は

２
万
２
０
０
０
両
の
ト
ラ
ッ

ク
が
日
夜
皆
さ
ん
の
生
活
に

必
要
な
物
資
を
運
ん
で
お

り
、
５
万
人
が
業
界
に
従

事
し
て
い
る
が
、
２
０
２
４

年
に
ド
ラ
イ
バ
ー
は
14
％
減

り
、
30
年
に
は
34
％
の
労
働

者
が
減
る
と
推
定
さ
れ
る
。

大
変
な
運
送
業
界
だ
が
、
日

頃
頑
張
っ
て
い
る
従
業
員
に

感
謝
を
込
め
る
一
方
、
皆
さ

ん
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く

た
め
今
後
も
精
い
っ
ぱ
い
業

界
を
も
り
立
て
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

京
バ
ス
協
で
は
、
京
都
市

交
通
局
の
乗
合
バ
ス
１
台
を

提
供
。
乗
車
体
験
し
よ
う
と

開
場
直
後
か
ら
大
勢
の
家
族

連
れ
が
長
蛇
の
列
を
つ
く
っ

て
お
り
、
自
分
の
番
が
回
っ

て
き
た
子
ど
も
は
運
転
帽
を

か
ぶ
せ
て
も
ら
い
大
喜
び
。

運
転
席
に
座
る
と
大
き
な
ハ

ン
ド
ル
を
一
生
懸
命
回
し
な

が
ら
は
し
ゃ
い
で
い
た
。

乗
合
バ
ス
に
長
蛇
の
列

タ
ク
シ
ー
４
台
を
展
示

　

京
タ
ク
協
か
ら
は
宇
治
第

一
交
通
（
伊
藤
洋
社
長
、
宇

治
市
）、
彌
榮
自
動
車
（
粂

田
佳
幸
社
長
、
京
都
市
下
京

区
）、
京
都
相
互
タ
ク
シ
ー

（
多
田
精
一
社
長
、
同
市
右

京
区
）、
キ
ャ
ビ
ッ
ク
（
兼

元
秀
和
社
長
、
同
）
の
４
社

が
協
力
し
、
最
新
車
両
の
試

乗
は
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を

集
め
て
い
た
。

　

Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
車

両
や
福
祉
車
両
な
ど
を
展
示

し
た
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
配
車

ア
プ
リ
会
社
も
デ
モ
機
を
設

置
し
、
ど
う
の
よ
う
に
運
用

さ
れ
て
い
る
の
か
説
明
し

た
。
筒
井
会
長
も
業
界
の
実

情
を
話
し
て
い
た
。

︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱

京
滋
の
景
気
、着
実
に
持
ち
直
し

7
月 

自
動
車
11
カ
月
連
続
増

指　　　　　標 前年比

主要小売業販売額（７月） 7.9%

京都地区の百貨店売上高（７月） 17.4%

スーパー売上高（７月） 3.2%

家電販売額（７月） 3.8%

乗用車新車登録台数（７月） 13.0%

京都市主要ホテル宿泊客数（７月） 65.0%

管内短観の設備投資額（23年度） 16.8%

京都府の新設住宅着工戸数（７月） ▲14.9%

京都府の公共工事請負金額（７月） 7.0%

京都府の鉱工業生産指数（７月） 6.1%

京都府の有効求人倍率（７月） ▲0.2㌽

京都府の雇用保険被保険者数（７月） ▲0.2%

京都市の消費者物価指数（７月） 2.9%

貸出（７月） 3.2%

　

７
月
の
京
滋
地
区
の
景
気
は

改
善
ト
レ
ン
ド
が
強
ま
り
、
持

ち
直
し
て
い
る
。
設
備
投
資
の

増
加
と
い
っ
た
改
善
要
因
が
見

ら
れ
、
多
く
の
指
標
が
改
善
傾

向
に
あ
る
。

　

前
回
調
査
と
の
比
較
で
は
、

多
く
の
指
標
が
持
ち
直
し
を
裏

付
け
る
。
一
方
、
生
産
分
野
は

対
前
月
か
ら
は
伸
び
て
い

る
も
の
の
、
横
ば
い
圏
内

と
の
判
断
。
日
本
銀
行
京

都
支
店
が
９
月
８
日
に
発

表
し
た
。

　

同
支
店
に
よ
れ
ば
、
個

人
消
費
の
指
標
は
す
べ
て

の
項
目
で
対
前
年
を
上
回

る
。
主
要
小
売
業
販
売
額

は
前
年
比
７
・
９
％
増
、

百
貨
店
販
売
額
も
17
・
４

％
増
と
好
調
な
数
字
を
示

す
。
自
動
車
関
連
は
乗
用

車
販
売
が
13
・
０
％
増
と

伸
び
、
11
カ
月
連
続
の
持

ち
直
し
が
続
く
。

　

観
光
分
野
は
市
内
の
主

要
ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
数
が

65
・
０
％
増
と
改
善
が
続

く
。

　

設
備
投
資
は
、
製
造

業
・
非
製
造
業
と
も
に
前

年
度
を
上
回
る
こ
と
を
想

定
。
製
造
業
は
中
長
期
的

な
需
要
増
加
を
見
込
む
能

増
投
資
や
研
究
開
発
投
資
、

非
製
造
業
は
新
規
出
店
や
物

流
施
設
の
建
設
と
い
っ
た
投

資
案
件
が
数
字
を
下
支
え
す

る
。

　

公
共
投
資
は
公
共
工
事
請

負
金
額
が
７
・
０
％
と
増

加
。
住
宅
投
資
分
野
は
府
内

の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が

14
・
９
％
減
少
に
振
れ
、
弱

め
の
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

　

生
産
分
野
は
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
は
自
動
車
向
け
が

堅
調
に
推
移
す
る
が
、
パ
ソ

コ
ン
向
け
な
ど
が
弱
含
み
。

輸
送
用
機
械
は
供
給
制
約
が

緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
持
ち
直

し
て
い
る
。
化
学
は
横
ば

い
、
和
装
関
連
は
低
水
準
が

続
く
。

　

雇
用
・
所
得
環
境
は
緩

や
か
に
改
善
傾
向
に
あ

り
、
物
価
は
食
料
な
ど
の

値
上
が
り
で
増
加
し
た
。

多くの来場者で会場が埋まる

バス試乗に長蛇の列（上）タクシーも人気集める（下）

ト ラ フ ェ ス


